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（別紙様式４－１）                                      （県立高等学校・中学校用） 

（熊本県立鹿本高等）学校 令和７年度（２０２５年度）学校評価計画表 

１ 学校教育目標 
１ 綱領 
  自主自律【進取の気象を涵養する】 
  質実剛健【好学の気風を養成する】 
  師弟同行【敬愛の美風を育成する】 
２ 教育方針 
  「くまもとの教職員像」、「県立中学校・高等学校における教育指導の重点」、「人権教育

取組の方向」、「特別支援教育取組の方向」、「学校安全・安心推進課取組の方向」、「不登
校対策重点取組事項」、「体育保健課取組の方向」、「社会教育課取組の方向」及び本校の綱
領等に則り、生徒一人一人の個性の伸長を図りながら、徳・知・体の調和のとれた生徒を育成
する。 

３ 教育スローガン 
  探究する生徒の育成 ～学びを深める自分だけの「問い」を持つ～ 
４ 教育理念 
（１）基本的生活習慣の確立、規範意識や豊かな人間性の育成【徳育】 
（２）基礎学力の定着、学習意欲の向上、国際性を高め探究する力の育成【知育】 
（３）特別活動や部活動の活性化をとおした健やかな心身の育成【体育】 
（４）進路希望の実現、望ましい勤労観・職業観の育成【進路希望の実現、自己実現】 
（５）保護者や地域社会、大学等の関係機関との連携・協働【開かれた学校】 
（６）業務改善と働き方改革の実現、ワークライフバランスの達成【信頼される教職員の育成】 

 

２ 本年度の重点目標 
１ 主体的・対話的で深い学びの視点からの新しい学びのスタイルによる学力向上・進路実 
 現 
（１）学びの質を高めるための、ＯＪＴ等による授業方法の工夫・改善 
（２）年間の指導と評価の計画や観点別学習状況評価、成績評価規定の検証 
（３）生徒発表会や各種検定、各種大会等の積極的・戦略的な利活用による、個々の生徒への的 

確な支援 
（４）外部講師による講演会や企業見学、実習等による望ましい勤労観・職業観の育成 
２ 教職員が生徒一人一人に寄り添い支援することによる自主自律の精神の育成 
（１）相手を尊重する関係づくりに根ざした人権意識、規範意識の醸成 
（２）教職員が情報を共有し、一丸となって取り組む個々の生徒に対する心の支援 
（３）危機管理（交通マナーやヘルメット着用、ネットトラブル、防犯、自然災害等）に対する 

意識の醸成と危機回避能力の育成 
（４）特別活動や部活動の活性化による表現の場の保障と相互尊重の意識の醸成 
３ 本校ならではの教育活動や関係機関との連携・協働によるイノベーターやグローカルリーダ 

ーの育成 
（１）ＳＳＨ等を活用した大学等との連携・協働による指導方法の充実・深化 
（２）留学生との研修や台湾修学旅行等、これまで培ってきた本校ならではの教育資源の有効活 
  用 
（３）保護者や地域社会、同窓会に本校の取組について理解を得ることによる外部環境の充実 
（４）戦略的な広報活動や探究活動の取組推進による意欲的な生徒の確保 
４ 「働き方改革」を念頭に置いた業務改善及び、外部専門家の活用、学校行事の精選、職場環 

境の向上 
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３ 自己評価総括表 
    評価項目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 
大項目 小項目 
 
学校 
経営 
 

本校の教
育目標を
理解して
いる。 

カリキュラム
･マネジメン
トの実践 

・ＳＳＨ事業
を軸足に据え
た教育活動を
推進し、各取
組のブラッシ
ュアップを図
る。 
・ＳＳＨ第Ⅱ
期申請に向
け、取組の充
実を図る。 

・高大連携、小
高連携等、新た
な外部機関との
連携に取り組
む。課題研究の
質的向上を図
り、外部発表会
等で成果を残す
生徒を育成す
る。 
・新聞や各種研
修等において知
り得た有効な情
報は、止めずに
積極的に担当部
署との共有を図
る。 
・職員の指導力
向上のため、Ｓ
ＳＨ事業に関す
る年３回以上の
職員研修を実施
する。 

Ａ 

○山鹿小学校での水泳
指導やEnglish World 
tourへの協力、かもと
稲田支援学校との交流
活動を行った。 
○スポーツ健康科学コ
ースは、定期的に大学
との連携事業に取り組
んだ。 
○１月末時点で生徒の
対外的なコンテスト、
発表、行事等への参加
はのべ６５７名、前年
度末時点が６１７名か
ら増加した。 
○職員研修、職員会議
でSSHⅡ期申請に関する
情報を共有し、申請も
無事終了した。 
○保護者へのアンケー
トでは、SSHへの肯定的
意見が９割を超えた。 

・教職員の探
究型クロスカ
リキュラム実
施率１００％
（1人２回）
を達成する。 

・職員研修等を
通じて教職員の
意識高揚を図
り、教職員が気
軽にクロスカリ
キュラム等に取
り組めるような
雰囲気を構築す
る。 
・取組内容の改
善を図るため、
クロスカリキュ
ラム実施の記録
を徹底し、活用
する。 

○年度当初に職員研修
を実施することで職員
の意識が向上し、上期
での各職員２回以上の
クロス授業の実施がほ
ぼ達成できた。 
○下期においても、引
き続き実施を呼びかけ
ており、テーマクロス
に取り組む職員も現れ
ている。 
●入試問題・課題研究
テーマをもとにした授
業は、進捗がやや遅
い。 

・ICTの新た
な活用に取り
組む。 

・情報活用推進
リーダーを各学
年に配置し、効
果的な活用を行
う。 
・生成 AI 等に
関する研修を実
施し、活用を研
究する。 

○各学年１名の情報活
用推進リーダーを配置
し、ICT機器の管理を丁
寧に行うことができ
た。 
○１学期に生成AIに関
する職員研修を実施し
た。 
●生成AIの活用につい
ては、今後も情報収集
を進めながら、考えて
いく必要がある。 

学校運営
協議会
（総合
型）が機
能してい
る。 
 

年３回の協議
会で､委員か
らの意見の聴
取 

･本年度の重
点取組を提示
し、協議の柱
を明確にす
る。 

・生徒の課題研
究発表や授業見
学等を協議会の
中で計画する｡ 
・協議会で使用
する資料は、事
前に委員に郵送
する｡ 

Ｂ 

○生徒との第２回で
は、代表生徒と委員の
意見交換の場を設け、
委員の方々に生徒の実
態を感じていただくこ
とができた。 
○委員会での資料は事
前に送付した。 
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組織体と
しての一
体感が醸
成されて
いる。 

職員の連携・
情報共有、協
力体制の整
備、管理職へ
の報告･連絡･
相談の徹底 

・運営委員会
の議題等は部
会等を通じて
確実に全職員
で共有し、課
題解決に向
け､各部・各
係の連携強化
を図る。 

・各部署で得た
情報は個人情報
に配慮しながら
積極的に発信
し、共通理解を
図る｡ 
・組織的な動き
の中で、各部を
越えた協働作業
を推奨し、支援
する。 
・個々の職員の
アイデアや積極
的な取組を推奨
し、支援する｡ 

Ｂ 

○運営委員会を中心
に、課題や情報の共有
を進めた。 
●一部主任・主事に業
務が偏っているとの職
員からの意見もあり、
更なる連携・協力体制
の構築が必要である。 

積極的に
業務改善
を図り、
職員の働
き方改革
に取り組
んでい
る。 

一歩踏み込ん
だ業務改革の
推進 

・校務全般を
見直し､スク
ラップアンド
ビルドに学校
全体で取り組
む。 
・教育業務支
援員の効果的
な活用に取り
組む。 

・各部で企画・
実施する行事に
ついては、費用
対効果や前年の
反省を検証する
等、積極的に見
直しを図る。 
・事務部と協力
し、働き方改革
に向けた物品の
整備に取り組
む。 
・業務依頼書等
を作成し、業務
を依頼しやすい
環境を整備す
る。 

Ｂ 

○各分掌において、前
年度の企画実施後のア
ンケートを参考に改善
が行われていた。 
●予算の都合があり、
物品の整備は不十分な
ところがあった。 
○各職員が積極的に教
員業務支援員に業務を
依頼し、活用が進ん
だ。 

職員の休暇取
得率向上 

・昨年度から
の取組の徹底
を図ると共
に､新たな働
き方改革につ
ながる取組を
提案し、職員
の年休等の取
得率向上を図
る。 

・月２日の定時
退勤日の徹底を
図る。 
・月の勤務時間
外の業務従事時
間を一人当たり
２時間削減す
る。 
・職員の年間の
年休取得日数平
均１２日以上を
目標に、積極的
に管理職からの
声掛けを行う。 

Ａ 

○衛生委員会を通じ、
職員の勤務状況の把握
を行い、管理職面談等
を実施いた。 
○１１月までの時間外
業務従事時間はすべて
の月で、昨年度から減
少した。 
○１月末時点での年休
の平均取得日数は約10
日であった。 

 
学力  
向上 
 

教育目標
に沿った
教育課程
が編成さ
れ、教職
員の共通
理解によ
り適切に
運用され
ている。 
 

適切な教育課
程の編成 

・学習指導要
領の趣旨を踏
まえながら、
生徒にとって
より良い教育
課程となるよ
うに教育課程
の編成を行う
とともに見直
しを行う。 

・県の教育課程
研究協議会の復
講を各教科で確
実に行い、協議
会の内容を踏ま
えながら教育課
程検討委員会で
検討するととも
に、新課程の学
習評価について
も引き続き情報
収集及び研究を
行う。 
 
 
 

Ｂ 
 

○県の教育課程研究協
議会の復講とともに、
教育課程の変更も行っ
た。また、観点別学習
評価についても、引き
続き情報収集や研究を
進めていく。 



4 
 

教育課程の適
切な運用 

・行事等の早
期把握に努
め、適正な授
業時間の確保
に努める｡ 

・全教科シラバ
スを作成し、生
徒に提示する。 
・他の部署と連
携した行事設定
をする。 

Ｂ 

○全教科のシラバスを
クロムブックで生徒に
提示することができ
た。 
○曜日調整や行事の設
定については、現在も
行っているが、今後も
継続して行っていく。 

・定期考査問
題や観点別学
習評価の精度
を高める。 

・各教科で考査
問題や評価につ
いての検討時間
が十分に確保で
きるよう、働き
方改革を推進す
る。 

○各学期末の３日程度
を４５分授業にし、評
価についての検討時間
を確保することができ
た。 

適切な学
習指導が
なされて
いる。 
 
 
 

分かりやすい
授業の実施 

・研究授業、
授業公開、授
業評価アンケ
ートを他の部
署と連携し計
画・実施す
る｡ 

・県内の指導教
諭等を招き、研
究授業を年１回
以上実施する。 
・授業評価アン
ケートを年２回
実施する｡ Ｂ 

●研究授業や公開授業
を通して授業力の向上
につながった。公開授
業に関しては、外部の
参観者が少なかった。 
○授業評価アンケート
を２回実施した。クロ
ムブックを活用するこ
とでとりまとめをする
担当者の業務の負担軽
減につなげることがで
きた。また、授業者個
人での評価を確認して
もらうことができた。 

個に応じた適
切な指導 
 
 

・誰一人取り
残さない指導
の充実を図
る｡ 

・長期休業中の
特別補習授業を
計画し実施す
る。 

Ｂ 

○夏季と冬季休業中に
特別補習授業を計画し
実施することができ
た。該当生徒の取り組
み方も概ね良好であっ
た。 

・学習支援ツ
ールを活用
し､基礎学力
の養成を図
る。 

・スタディサプ
リを活用して各
教科の小テスト
・到達度テスト
を計画的に実施
し、主体的な進
路選択に必要な
基礎学力を養成
する(全学年)。 

○各学年の協力によ
り、朝の小テストは計
画通りに実施できた。 

・手帳を効果
的に活用し、
家庭学習時間
の確保に努め
る。 

・手帳の記入を
通して、自己の
生活や学力を客
観的に捉える力
を育て、主体的
・計画的に学習
に取り組む姿勢
を涵養する｡
（全学年） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○担任・副担任を中心
に、定期的に指導を行
い、定着しつつある。 
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・生徒の進路
希望に応じた
個別指導を実
施する。 

・スタディサプ
リを利用し、進
路希望先や選抜
方法に対応した
指導の充実を図
る。                
・全職員が協力
することによ
り、難関大対
策、推薦・総合
型対策の個別指
導を充実させ
る。 

○スタディサプリの進
路別活用は、まだ個別
に対応にとどまってい
る。小論文・面接指導
は、全職員で対応する
ことができた。 

授業改善の取
組 

・「主体的・
対話的で深い
学び」の授業
実践を行う。 
（クロスカリ
キュラムの実
践１００％の
継続） 

・単元配列表を
作成する。 
・クロスカリキ
ュラム、問いを
創る授業に関す
る職員研修を年
２回実施する。 

Ｂ 

○Ⅱ期に向けた新しい
形のクロス（生徒の研
究または入試問題を題
材）を実施できた。 
●教員への周知・説明
が不十分だった。 

キャリ
ア教育 
(進路 
指導) 
 
 

キャリア
教育の組
織的推進
が図られ
ている。 

キャリアパス
ポートの実践 

・PDCAサイク
ルの指導の実
践を行う。 

・キャリアパス
ポートを活用
し、適宜自己の
振り返りを行わ
せ、深い自己理
解に基づいた主
体的なキャリア
プラン構築へつ
なげる。 

Ｂ 

○面談時間の確保と手
帳の活用により、以前
よりも個別の振り返り
の機会が増えている。 

・体験学習や
進路ガイダン
スへの参加率
を80％とす
る。 

・インターンシ
ップ・看護体験
を実施する。 
・出前講義・進
路ガイダンスを
年間 10 回実施
する。 
・クラスルーム
等を通じて積極
的に参加を募
り、実施内容に
ついてはHPで報
告する。 

○OBを中心とした出前
講座や、半導体人材育
成事業の活用により、
昨年よりも多くの参加
者を募ることができ
た。 

進路情報
や個人的
資料が収
集・活用
されてい
る。 
 
 

進路決定の参
考になる資料
の提供 
 
 

・大学入試の
情報整理と共
通テストに向
けての対策を
研究する。 

・各大学の入試
説明会等を活用
し情報収集を行
う。 

Ｂ 

○年々変化する大学入
試をとりまく状況につ
いては、適宜情報提供
することができた。 

・外部講師を
招き、進路講
話を実施す
る｡ 

・小論文対策や
受験指導につい
て、外部講師
（オンライン含
む）による講話
を年間3回以上
実施する。 
 
 
 
 
 
 
 

●オンラインの小論文
講座や、入試動向説明
会の案内を行っている
が、参加数は少ない。 
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進路検討会の
充実 

・模試結果の
分析と定期的
な進路情報の
提供を行う。 

・各学年の進路
検討会を定期的
に開催し､模擬
試験結果の分析
と情報共有を行
う｡ 
・大学入試問題
研究の研修を行
い、教科の枠を
越えて入試情報
の共有を図る。 

Ｂ 

○明確な目標を設定し
たことで、学年全体で
目標を共有し、教科を
越えて全員で指導して
いく雰囲気が醸成され
つつある。 

進路相談
が適切に
行われて
いる。 

個人面談の充
実 

・年間を通し
て、計画的に
二者面談、三
者面談を推進
する。 
・１年生で
は､家庭訪問
等を実施す
る。 

・年間３回の面
談週間を設定
し、十分な面談
時間を確保す
る｡ 
・早めに日程調
整に取りかか
る。 

Ｂ 

○学期初めの面談期間
の確保により、担任と
の対話の機会は増えて
いる。次年度は、担任
以外の教員と面談する
巡回面談を企画し、生
徒の視野を広げたい 

 
生徒  
指導 
 
 
 

学校全体
で生徒指
導に取り
組む体制
が整備さ
れてい
る｡ 

｢鹿本高校生
徒心得」（校
則）を基盤と
した基本的な
生活習慣の確
立 

・本校三綱領
をもとに、生
徒が自ら考え
行動する姿勢
を身につける
ための支援を
日常的に行う
とともに、定
期考査後（年
５回）の学年
集会で講話を
行い、意識を
高める｡ 

・｢鹿本高校生
徒心得」（校
則）のHP掲載や
教室掲示等を行
うことで周知徹
底を図り､生徒
が自ら考え、行
動することを支
援する。また、
手帳に貼付さ
せ、個々で確認
できるようにす
る。 

Ｂ 

○個々の意識は高まっ
ている。 
●集団になると軽はず
みな行動を取ることが
ある。 

・｢鹿本高校
生徒心得」
（校則）につ
いて、学期に
１回生徒会役
員の意見を聞
き、適宜見直
しを行う。 

・アンケートや
生徒会との意見
交換の場を設定
し、校則を時流
に沿ったものに
する。 

○生徒の意見を取り入
れた校則を提案するこ
とができた。来年度よ
り適用できるように進
めていく。 

規範意識
の向上に
向けた指
導を行っ
ている。 
 

全職員の共通
理解の下で
の､全校集会
や学年集会に
おける指導の
徹底 

・定期考査後
の学年集会
（年５回）で
指導の徹底と
生徒の規範意
識向上を図
る。極力全校
集会等の実施
を行うことが
ないように日
常の指導の徹
底を行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 

・挨拶、授業態
度、掃除等の日
常生活を通し、
些細な部分も見
逃さず、全職員
が協力して指導
をする｡ 

Ｂ 

○概ね良好。挨拶、掃
除の取組等もっとでき
るはずと期待してい
る。 
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安全への
意識向上
に向けた
指導を行
ってい
る。 

自転車二重ロ
ック及びヘル
メット着用の
推進 

・自転車通学
生及び単車通
学生の交通安
全指導を徹底
し、交通事故
・交通違反件
数を昨年度
（５件）以下
にする｡ 
 

・ヘルメット完
全着用を実施す
る。 
・単車通学生に
は実技講習会を
実施する｡ 
・通学別に集会
を実施し、交通
ルール遵守やマ
ナーアップにつ
いて指導する。 

Ａ 

○命に関わる大きな事
故等も幸いなく、概ね
良好である来年度から
実施される自転車青切
符の制度について安全
教室を実施した。 

保護者や
地域社会
との連携
が整って
いる。 
 

PTAとの連携 ・学校行事や
地域の行事等
に積極的に参
加すること
で、情報交換
や連携を行
う。 

・山鹿市青少年
育成健全大会や
山鹿市主催のボ
ランティア等に
参加し、地域と
の関わりを密接
にする｡ 

Ａ 

○多くの生徒たちが積
極的に参加してくれ
た。 

近隣校との連
携 

・近隣校との
情報交換を積
極的に行う。 

・校則等につい
て、他校と積極
的に情報交換を
行い、地域との
一体感醸成につ
なげる。 

Ａ 

○原付制度の変更や学
校の現状など情報交換
を行うことができた。 

生徒の自
主的・自
発的な活
動がなさ
れてい
る。 

生徒会活動、
各委員会の活
性化  

・生徒自身が
動きやすい組
織づくりを推
進し、生徒会
主催行事の充
実を図る。 

・各委員会を委
員長主導の形で
運営する｡ 
・企画運営等は
生徒主導で行
う。 

Ｂ 

○新たな企画等積極的
な動きがみられた。準
備等の計画性に課題が
あり改善していきた
い。 

部活動の活性
化 

・個々の部活
動の活性化の
ため、部活動
の精選に取り
組み、現在の
部活動数から
１～２減ら
す。 

・活動開始時間
と活動終了時間
の厳守に努め
る。 Ｂ 

○精選については顧問
会等を経て多くの意見
を集約し、現在進めて
いる。 
●下校時間が若干守れ
ていない所がある。 

人権教
育の推
進 
 

人権意識
の向上に
向けた取
組をすべ
ての教育
活動を通
じて行わ
れてい
る｡ 
 

職員研修の実
施 

・教職員の人
権感覚の向上
を図る。 

・生徒理解研修
を年２回実施す
る。 
・人権教育に関
する外部研修を
一人一回以上受
講する。 

Ｂ 

○課題解決シートも活
用が始まった。 

・自他を大切
に尊重できる
生徒を育成す
る。 

・SCによる職員
研修を実施す
る。 
・研修の成果を
生かし、個に配
慮した指導を行
う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●教職員の人権感覚を
さらに高め、発言内容
を常に意識していく必
要がある。 
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豊かな人
間関係づ
くりに向
けた指導
ができて
いる。 
 

一人ひとりの
生徒が尊重さ
れる環境づく
り 

・生徒の自主
自律、自己決
定能力、コミ
ュニケーショ
ン能力を高め
る指導を行
う｡ 

・心のアンケー
ト、心と体の振
り返りシートを
活用した実態把
握と支援を行
う。 
・ソーシャルス
キルトレーニン
グを SC の助言
を仰いで実施す
る。 
・人権教育講演
会を実施する。 

Ｂ 

○「振り返りシート」
（１学期）・「心のア
ンケート」（２学期）
や面談による実態把握
・支援を進めた 

命を大切
にする心
を育む指
導に取り
組んでい
る。 

人間としての
在り方・生き
方の自覚の深
まり 
 
 

・生徒の自己
肯定感を育成
する。 

・教育相談やカ
ウンセリング体
制を充実する。 
・様々なストレ
ス対処や SOS の
出し方に関する
指導を推進す
る｡ 
・自己肯定感を
高めるソーシャ
ルスキルトレー
ニングを年２回
実施する。 

Ｂ 

○発達段階に応じ、自
他を尊重する取組み、
差別や偏見を許さない
学びができた。 
●学校の言語環境を整
えるために、まずは教
職員が模範となるよう
な言葉遣いをするよう
意識を高めたい。 

・人権教育
LHRの充実を
図る。 

・人権教育 LHR
を各学年３回以
上実施する｡ 

○SC通信よりも常に生
徒と教職員が会話を行
うことで、生徒把握に
努めている。 

いじめ
の防止
等 

インター
ネットや
携帯によ
るいじめ
などの防
止に努め
ている。 
 

教師と生徒の
双方による現
状の理解 

・情報モラル
教育の充実・
徹底を図る。 

・外部講師によ
る情報モラル講
演会を実施す
る。 

Ａ 

○計画的に実施するこ
とができた。 

 ・生徒会によ
る「いじめ根
絶運動」を促
進する。 

・各クラスの代
議員を中心に、
生徒の自発的な
取組となるよう
支援する。ま
た、保護者との
連携強化を図
る。 

○心のきずなを深める
標語で奨励賞を受賞す
るなどいじめ防止につ
いて考える取り組みに
なった。 

いじめを
未然に防
ぐ体制・
意識が確
立されて
いる。 
いじめを
未然に防
ぐ体制・
意識が確
立されて
いる。 

いじめ問題検
証委員会の活
用及びネット
いじめ等、早
期対応推進事
業の活用 

・「いじめは
必ずある」と
の前提に立
ち､学年間で
の情報交換を
密にし、常に
アンテナを高
くしていじめ
等の未然防止
に取り組む。 

・スクールサイ
ンへの登録を奨
励する。 
・あらゆる教育
機会を通して、
「相談すること
は正しい行為で
ある」という認
識を持たせる指
導を行う。 
・学年内・学年
間での密な情報
交換を行い、未
然防止に努め
る。 
 
 
 
 

Ｂ 

○担任、学年団等での
対応により、大きなト
ラブル等は起こってい
ない。 
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地域連
携(ｺﾐｭﾆ
ﾃｨ･ｽｸｰﾙ
など) 
 
 
 

学校防災
体制の整
備と防災
教育を推
進してい
る。 

生徒、職員の
防災意識の高
揚 

・生徒、職員
の防災意識の
高揚を図るた
めの防災教育
を推進する。 

・避難訓練(避
難経路確認､防
消火訓練､シェ
イクアウト訓
練)を実施す
る。 
・防災だよりを
発行する。 
・地域の防災訓
練へ参加する。 
・危機管理マニ
ュアルの見直し
を行う。 
・LHRでマイタ
イムラインを作
成する。 
 
 
 

Ａ 

○他の行事との絡み
で、日程を変更せざる
を得ない計画はあった
が、全般的には年度当
初の計画を予定通りに
実施できた。 

総務部と
PTA（保
護者）と
の連携強
化が図ら
れてい
る。 

総務部関連行
事、PTA活動
の活性化 

・各学年、各
部、PTA役員
（保護者）と
連携し、学校
行事の円滑な
運営に努め
る｡ 

・PTA の総務委
員会を中心とし
て、連携を密に
取りながら活動
する。 
・総務部が必ず
複数で活動内容
を把握し、引継
ぎに備える。 Ｂ 

○会長・副会長を中心
とした総務委員の方々
には多大なご協力を頂
いた。 

・PTA が関わ
る業務につい
て今一度見直
す｡ 
・業務のスリ
ム化を目指し
活動内容を精
選する｡ 

・PTAとの連携
を大切にしなが
ら、積極的に活
動内容の精選を
行う。 

○活動の精選は常に視
野に入れて活動した。 

奨学金等
の支援活
動が確実
かつ適切
に行われ
ている。 

保護者・生徒
への周知の徹
底と適切な事
務処理 
  

・保護者、生
徒へ奨学金の
情報を提供
し､生徒の就
学支援を行
う。 

・日本学生支援
機構の奨学金に
関して、説明会
を実施する。 
・奨学金の募集
要項をPDFファ
イルにしすぐー
るで配信するこ
とにより周知徹
底を図る。 

Ａ 

○全ての計画が予定通
りに実施できた。 

・ミスのない
事務処理を行
う。 

・複数の担当者
でチェックする
体制を構築す
る。 

○ミスなく処理でき
た。 

地域の自
然や文化
財、伝統
行事等の
教育資源
を活用し
ている。
地域団体
（住民）
との連携
が活発で

地域団体・地
域住民との交
流促進 

・生徒のボラ
ンティア活動
の積極的参加
を推進する。 

・ボランティア
や交流事業等を
生徒へ案内し、
積極的参加を促
す｡ 

Ｂ 

○多くの生徒が積極的
に参加してくれてい
る。 
●一度も参加したこと
がないという生徒もい
るので何らかに参加で
きるよう呼びかけてい
きたい。 
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行われて
いる。 

地域資源の活
用及び地域団
体・地域住民
との交流促進 

・理数探究や
SS 探究科目
において､生
徒の小中高連
携など地域と
の連携事業を
学期に１回実
施する。 

・理数探究やSS
探究科目におい
て市町村役場、
小学校や中学
校、地域事業所
と連携した授業
を実施する。 
・One teamプロ
ジェクト事業を
通した地域の県
立高校、地元企
業との交流事業
に生徒を参加さ
せる。 

Ａ 

○Oneteamプロジェク
ト、体育科の小中高連
携事業、英語科の小学
校での交流事業は恒例
となり、安定して実施
できている。企業講話
は改善を加え、より現
状に沿う内容にした。 

保護者や
地域の方
々の学校
の活動内
容への理
解が進ん
でいる。 
 
 
 

学校の将来を
見据えた戦略
的な情報発信 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・学校 HP の
定期的な更新
を行うととも
に､閲覧する
側の視点に立
った HP の改
善に取り組
む。 

・総務部広報班
がリードし、閲
覧する側の視点
に立ったHPの改
善を図る。 
・全職員の協力
を呼び掛け、HP
を作成する。職
員のHP更新のサ
ポートを積極的
に行う。 

Ｂ 

○全先生方の協力で、
HP更新など内容を充実
できた。 

・マスコット
キャラクター
「しかモン」
を効果的に活
用する｡ 

・学校行事等へ
の登場機会を拡
大する等、広告
塔として積極的
に活用する。 

○「しかモン」人気を
活かす活動ができた。 

・様々な広報
活動に取り組
む。 

・学校広報誌
「鹿本高校
News」を月１回
発行する。 
・PTA 文化広報
進路委員会を定
期的に開き、
PTA 新聞「めい
りん」を発行す
る。 
・総務委員が必
ず複数で活動に
取り組み、引き
継ぎに備える。 

●「鹿本高校News」
は、引継ぎの不十分さ
があり、やや活動が低
調であった。 

･年間を通し
て、情報発信
のターゲット
を明確にし、
戦略的な広報
活動に取り組
む｡ 

・職員のアイデ
アを積極的に生
かし、生徒募集
委員会と連携
し､組織的な広
報活動を展開す
る。 
・近隣中学校及
び学習塾への訪
問を行い、本校
の様子を発信す
る。 

○生徒募集委員会を核
とし、オープンスクー
ルの実施や中学校への
訪問を実施した。 
●学習塾への訪問も実
施したが、今後は訪問
先や回数を増やした
い。 

・中学校や保
護者に向けて
公開授業を行
う。 

・PTA 総会時に
公開授業を行
う。案内は可能
な限り早めに出
す｡ 

○PTA総会時に行った公
開授業には１００名を
超える保護者の参観が
あった。 
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・教育相談体
制やカウンセ
リングなどに
関する周知を
徹底する。 

・入学時や PTA
総会において、
本校の教育相談
体制やカウンセ
リングについて
説明する。 
・SC 通信の発行
により啓発を行
う。 

○「振り返りシート」
（１学期）・「心のア
ンケート」（２学期）
や面談による実態把握
・支援を進めた 

・３年間を見
通した進路指
導年間計画の
改善と周知を
図る。 

・進路通信、進
路のしおりを発
行し、進路指導
に活用する。 
・保護者集会や
HP を通じて、進
路関連情報を積
極的に提供す
る。                         
・中学生向け説
明会やオープン
スクールにおい
て、中学生とそ
の保護者に向け
ても進路情報を
提供する。 

○進路通信・進路のし
おりは計画的に発行で
きた。                     
○山鹿地区合同での中
学生向け説明会では、
例年より多く参加者を
集めることができた。 

・SSH 事業、
授業、教師や
生徒を紙媒体
及びウェブサ
イトで広報す
る。 

・校内の授業や
SSH 事業、そし
て様々な優れた
取組を取材し、
月に１回以上通
信を発行、もし
くはウェブサイ
トに記事を掲載
する。 
校内の授業や
SSH 事業、そし
て様々な優れた
取組を取材し広
報する。 

○ウェブの更新、SSH通
信の発行は定期的に行
うことができた。 
●更新や発行が追いつ
かないことがあった。
校内でのアピールが不
十分だった。 

保健安
全管理 
 
 
 
 
 

健康教育
の推進 

健康課題をも
とに生徒保健
委員会活動の
活性化を図
る。 

・保健委員の
自主的な活動
と啓発活動を
推進する。 

・キャンペーン
活動や文化祭の
取組､保健だよ
りを定期的発行
する。 Ｂ 

○予定していた内容を
実施することはでき
た。 
●生徒保健委員が部活
動や生徒会等で多忙で
あり、取り組む時間の
設定に苦慮した。 
 
 
 

学校保健委員
会の充実を図
る。 

・学校保健委
員会を年１回
開催する。 

・学校医、PTA
と連携し３学期
に開催する｡ Ｂ 

●現在２月の実施に
向けて、資料作成等を
進めている。保健主事
と連携して、内容を検
討していきたい。 

講演会等を実
施する。 

・保健体育科
と連携し、計
画的に健康教
育、性教育関
連の講演会を
１回以上実施
する。 

・性教育講演
会、薬物乱用防
止教室、熱中症
予防教室を実施
する。 

Ａ 

○保健体育科と連携
し、講師の選定や内容
を検討することができ
た。生徒のアンケート
や感想からもためにな
ったという意見が多か
った。 
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安全点検
や環境美
化に関し
て積極的
に業務改
善を図
る。 
 
 

安全点検の実
施と改善と点
検方法の簡素
化を図る。 

・学期に１
回、校内安全
点検を明確に
して１００％
実施する｡ 

・点検率１００
％を達成する。 
・校内の不良箇
所について、事
務部と連携して
対応策を検討す
る。 

Ａ 

○全職員に実施しても
らっており、危険個所
は事務部が迅速に対応
している。また、冷暖
房不良の教室も年内に
予算がつき改修予定で
ある。 

美しい学校づ
くり 

・校内の美化
活動を推進す
る。 

・美化活動に取
り組む。 

Ｃ 

○臨時技師が毎日環境
美化に取り組んでい
る。 
●学校全体での美化活
動への意識が低い。 

環境に配慮し
た学校運営を
行う。 

・環境ISO宣
言に基づいた
取り組みにつ
いて、前年度
比１パーセン
ト削減を目標
にする。 

・環境美化委員
会中心に、環境
ISO宣言に基づ
いた取り組みを
行う。 
【職員】印刷用
のコピー用紙を
令和６年度比１
％削減する。 
【生徒】水道使
用量を令和６年
度比１％削減す
る。 

●数値目標をどちらも
達成できなかった。 
●環境ISO宣言に基づき
職員、生徒への取り組
みを依頼していたが、
周知徹底できていなか
った。年度途中で確認
して中間評価をするな
ど対策が必要だったと
反省している。 

教育環
境整備 

施設設備
の安全･
維持管理
のための
点検整備
がなされ
ている。 

安心して教育
活動に取り組
める環境づく
り 

・安全で整理
整頓された敷
地・校舎の維
持管理に必要
な対策を行
う。 

・根本的な施設
設備の維持管
理、改修等につ
いては、県の長
寿命化プランや
営繕工事計画に
基づき、計画的
に進めていく。 
・今年度設計予
定の体育館の外
部改修工事につ
いて、学校の要
望等を把握し、
関係各課や業者
と綿密に協議を
行っていく。 
・緊急対応事項
や営繕工事計画
に掲載されてい
ない事項は、校
内巡視や職員等
からの要望を踏
まえて随時把握
し、学校全体で
対応する。 
・生徒や教職員
が安心・安全か
つ快適に教育活
動に専念できる
よう、迅速かつ
丁寧に対応して
いく。 
 
 
 
 
 

Ｂ 

○予算が確保できた営
繕工事について、計画
通りに施工できてい
る。 
●予算上や部材の確保
の関係で、次年度以降
に持ち越された案件も
あるので、引き続き要
望していく。 
○安全点検の結果や巡
回を踏まえ、迅速な修
理対応ができた。 
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・UD 化を意
識した安全で
整理整頓され
た敷地を維持
する。 
・校内が常に
安全を確保さ
れるように適
切に維持管理
を行う。 

・UD 化を意識し
た掲示物の貼り
方を実施し、各
クラス統一した
掲示方法にす
る。 
・校内の不良箇
所について、情
報を収集し、事
務部と連携し１
週間以内に対応
策を検討する。 

○常勤職員へは年度途
中でも確認できたこと
でUD化を達成できてい
た。 
●非常勤職員への周知
ができておらず、前の
黒板へ宿題を書いたま
まのことがあった。今
後周知していきたい。 

図書館
教育 

メディア
リテラシ
ー能力
（情報を
評価･識
別する能
力）を育
てる。 

読書習慣の定
着 

・年間貸出冊
数生徒一人あ
たりの平均６
冊 

・掲示物や図書
館だよりを工夫
する。 
・週１回朝読書
時間を確保す
る。 

Ｂ 

○図書館前掲示は毎日
更新した。科学的なト
ピックスに力を入れ
た。 
●貸し出し冊数が伸び
なかった。 

学習、探究、
情報センター
としての図書
館づくり 

・図書館の有
効活用を推進
する。（年間
１５０時間） 

・理数探究やそ
の他の授業の取
組と連携し、週
に１回以上授業
で図書館を活用
する。授業等で
活用しやすい図
書館にするた
め、レイアウト
等の工夫を検討
する。 

○理数探究の調べもの
のために図書館が活用
されることが増加し
た。 

 

４ 学校関係者評価 
○教職員が生徒・保護者との関係作りに心を砕いて教育活動に取り組んでいる成果が表れてい
る。 
○全体を通して今年度の自己評価が厳しめな印象を持った。 
○数値目標を掲げ、達成できていない項目がＣということは致し方ないかと思う。 
○ホームページの更新だけでなく、告知する方法まで考えていく必要がある。 
○台湾への修学旅行で、現地の高校生交流はとても良い経験になったと思う。 
○学校評価アンケートの結果を見ると、学年が上がるにつれ、数値が上がっている傾向が見られ
教職員の指導への理解が得られていると考えられる。 
○校則の見直しや学校行事の改善など、時代の変化や社会のニーズに応じた対応が進められてお
り、生徒とともに学校運営が進められていると感じた。 
○科学部の海外でのコンテストでの入賞や、地域の活動など生徒たちが活発に動いていることが
素晴らしい。 
○校内を見て回ったが環境はよく管理されている。環境美化の評価は限りになくＢに近いＣとい
う認識を持っている。 
○鹿本高校の教育自体も本当に進化しているということを感じた。 
○学級の減少や高校の授業料完全無償化で、私立への流れもあると思うが、基本を大切にして取
り組まれており、今後も頑張って欲しい。 
○校則の見直しは、生徒主導で主体的に進めて、学校とも協議しながら必要なプロセスを経た合
意形成をやっていくという民主的な進めかたで進めていただけたらありがたい。 
○課題研究における生成ＡＩの利用など、活用できるものは上手に使って欲しい。取組を通して
新たなアイデア等が生まれると思う。 
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５ 総合評価 
１ 本年度の学校教育目標 

ＳＳＨⅠ期５年目を迎え、年間を通しⅡ期申請に向け職員間の協力体制が構築された。対外 
的な発表や活動に参加する生徒も継続的に増えている。本校の柱の一つである教科横断的学び 
については、今年度各職員２回のクロス授業の実施に加え、課題研究のテーマや入試問題を用 
いたクロス授業、１つのテーマをもとに複数の教科でテーマに沿った内容を扱う「テーマクロ 
ス授業」の実施など、新たな取組を実践することができた。学校評価アンケートでも、「授業 
が工夫されている」と答える生徒の割合は、年々増加している。 

また、生徒の外部大会への出場やコンテストへの応募総数も昨年度より増えており、生徒の 
活動は活性化している。特に今年度は、科学部がサイエンスキャッスルアジア大会で入賞し大
きな確実に成果を得ることができた。 

ＳＳＨ第Ⅱ期指定に向け今後も本校ならではの取組を実践し、学校の魅力化に取り組んでい
きたい。 

２ 本年度の重点目標 
ＳＳＨ事業を中核に据えた教育活動の成果として、学校推薦等を利用した国公立大学への合

格者数や理系学部への進学者数の増加が挙げられる。また、学校評価アンケートにおいて「Ｓ
ＳＨの取組が学習の深まりや進路目標の達成役立っている」と９割以上の生徒が評価してい
る。 

職員の働き方改革については、年休取得日数の目標達成、時差出勤の推進、時間外業務時間
の減少を目標に挙げ、それぞれの項目でおおむね達成できた。職員アンケートの結果も前年度
より改善はしているが、これをゴールとせず継続して改善に取り組みたい。また、生徒・保護
者にも理解を求めながら、働きやすい職場づくりを進めていく。 

３ 自己評価総括表 
  学校運営協議会で各委員から出された意見等を踏まえ、今年度は大項目「学力向上」の中の

「分かりやすい授業の実施」、「地域連携」の中の「学校防災体制の整備」と「奨学金の活
用」、「保健安全管理」の中の「生徒保健委員会の活性化」の４項目を自己評価から引き揚げ
た。学校運営協議会の委員からは、自己評価が全体的に厳しいとの感想をいただいた。各教職
員が本校の現状に満足せず、改善の余地が残されているという認識があることを反映したもの
であり、運営協議会委員の方は、客観的に見てもっと評価をあげていいとの意見も頂いた。
「環境美化」で数値目標が達成できずＣ評価となり次年度は重点的に改善を図っていく必要を
感じている。 

 
 

６ 次年度への課題・改善方策 
今年度「探究する生徒の育成～学びを深める自分だけの『問い』を持つ～」を教育スローガン

とし、授業改善、進路指導、生徒募集を重点事項として取り組んだ。 
授業改善では、ＳＳＨⅠ期指定の最終年でありⅡ期申請に向け、生成ＡＩの活用や指導教諭を

講師に招へいした職員研修の実施、クロス授業の新たな手法の展開を行い、Ⅱ期に向けた準備を
学校全体で行った。次年度は、今年度の実践の反省を踏まえ更によりよい形にしていき、魅力あ
る学校づくりを推進していきたい。 

進路指導に関しては、前年度までの反省を生かした指導を行った結果、進路実績には改善が見
られた。近年の取組については、形あるものになってきており、実績をあげた年と振るわなかっ
た年について比較・分析を行い、次年度の更なる改善に結びつけていく。 

生徒募集では、学校運営協議会内でも地域の少子化や、県立高校の計画的学級減、私立高校の
授業料無償化等の話題が上がり、今後を１０年２０年先の学校の在り方について心配される声も
上がった。また、高校入試の出願数においても前年度を下回った結果となった。次年度は本校が
これまで実践してきた教科横断的学習や探究活動等の成果や、進路指導の実績等を来年度は更に
効果的に発信しながら、活発に生徒募集への取組を実践していく必要を感じている。 

３回の学校関係者評価委員会では、授業・校内見学に加え、今年度新たに代表生徒と委員との
意見交換の場を設定し、各委員に生徒の生の声を聴いていただいた。主に生徒会を中心とした生
徒の取組を見ていただき、本校の現在や未来のことについて、親身になって考えていただいてい
る。次年度は更に熟議できる会とし、学校の取組改善につなげていく。 

 
      


